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ひやかし帰りの 2人、腹がへったが両人の懐中を合わせても 15文しかない。これで 1
杯 16文のうどんを食おうと企む。 
                                                  
1 「刻うどん」「時うどん」という両表記があるが、本稿では参照資料となる東西落語会が開催された時の
表記に従い、「刻うどん」で統一した。よって、他意はない。 
2 桂米朝(2002, 2004)など多くの書物で記されている。 
3 筆者の記憶の範囲で新しいところでは「噺家生活 60 周年記念興行」（浅草演芸ホール、2011 年 5月 15日）
で話された記憶がある。 
4 興津要（2004：161） 
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― 暑けりゃ肌脱げ、寒けりゃ袷着 ― 
 しっかりしたほうの男（清八：筆者注）がうどん屋との交渉を担当。銭を払う時にな
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「夜鷹そば／夜鳴きうどん」 http://www.eonet.ne.jp/~sobakiri/sakuin/jiten-yo.html  
9 武藤禎夫編（1979：273）参照。 
10 店の屋号は『刻うどん』『時そば』を問わず、演者によって変わることがある。 
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11 福盛（2016）参照。 
12 柳家喬太郎「落語大全集」2010/11/19『柳家喬太郎のピロウトーク』TOKYO FM 
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14 このくだりがないのは落語家の世代差だけの問題ではないが、2015 年 8月 14日昼席の桂三四郎の噺には
このくだりがなかった。『刻うどん』は時間の都合で、途中のやりとりが省略されることがしばしばある。 
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15 高野山真言宗総本山金剛峯寺 http://www.koyasan.or.jp/shingonshu/kobodaishi.html  
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図 1：総髪 
（左：デジタル大辞泉、右：黒髪の文化史より転載） 
                                                  
16 宇佐美英機校訂（1997：10-11）より引用。 
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たが，江戸時代はきものには着る時節の定めがあり，袷は 4 月 1 日のころもがえから 5
月 5 日の端午の節供前日まで，それ以後は単となり，9 月 1 日から 9 日の重陽の節供前
日まで再び袷を着た。 
ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典の解説 
                                                  
17 宇佐美英機校訂（1997：33-34）より引用。 
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・4月 1日から 5月 4日までが袷あわせという裏地付きの着物 
・5月 5日から 8月末までは帷子かたびらという裏地なしの単衣仕立ての着物を着用 
・9月 1日から 9月 8日までの 1週間程、また袷を着用 













                                                  
18 私の根っこプロジェクト「日々是活き生き 暮らし歳時記」http://www.i-nekko.jp/sahou/kirumono/koromo/ 
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『時そば』は Time Noodlesと英訳されている。sobaや udonがどこまで通じるのかは分から












                                                  
19 そもそも『刻うどん』や『時そば』は、時間の都合でマクラの部分を省略する落語家は多い。 
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